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ご

挨

拶

垂

元
号
が
平
成
か
ら
令
利
へ
と
改
元
さ
れ
、
新
し
い
時
代
を

迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
が
、
巷
で
は
、
幼
児
の
虐
待
に
よ

る
死
亡
事
故
・
学
童
に
対
す
る
い
じ
め
・
教
師
に
よ
る
体
罰

の
増
加
・
高
齢
者
の
運
転
ミ
ス
に
よ
る
交
通
事
故
の
多
発
等
、

痛
ま
し
い
問
題
が
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。

そ
の
要
因
の
づ
と
し
て
、
核
家
族
化
、
少
子
化
か
ら
生
じ

る
対
人
関
係
の
経
験
不
足
・
地
域
社
会
の
連
体
感
の
希
薄

化
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

更
に
生
活
困
窮
者
の
増
加
・
色
々
な
問
題
を
抱
え
る
世

帯
の
増
加
等
、
社
会
的
孤
立
感
が
進
む
中
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
始
め
、
地
域
諸
団
体
の
協
同
に
よ
る
包
括
支
援
体

制
造
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご

挨

拶

菅

菅
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
こ
れ
を
踏
ま

え
「
小
さ
な
お
子
様
か
ら

お
年
寄
り
の
皆
様
迄
が
、

こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た

と
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
椛

築
に
向
け
活
動
を
展
開
し

て
参
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
５
月
妬
Ｈ
（
土
）
、
菅
会
館
に
お
い
て
菅
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
鋤
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
お
よ
び
監
査
報
告
が
あ

り
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
令
和
元
年
度
事
業
計
画
（
案
）
、
一
般
会
計
予
算
（
案
）

が
上
栂
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

菅地区社会福祉協議今総会
r戸.． ．~驚一

一一

~

畷Oq
酌
M司

貯巡獣

大澤会長挨拶

菅
町
会
を
始
め
、
地
域
に
お
住
い
の
皆
様
方
の
ご
協
力

を
賜
り
、
平
成
鋤
年
度
に
掲
げ
ま
し
た
事
業
・
課
題
を
完

遂
し
、
５
月
弱
日
（
土
）
を
持
ち
ま
し
て
無
事
年
度
を
収

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

会
員
一
同
、
新
た
な
気
持
ち
で
新
年
度
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以

上

（
１
）
第
狸
回
菅
地
区
社
協
「
福
祉
の
つ
ど
い
」
の
実
施
一

（
２
）
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の
協
力

（
３
）
研
修
会
の
実
施

（
４
）
会
員
・
賛
助
会
員
増
強
運
動
の
推
進

（
５
）
地
域
内
各
種
団
体
行
事
・
活
動
へ
の
協
力

三
６
）
共
同
募
金
活
動
・
年
末
助
け
合
い
運
動
へ
一

の

協

力

一
（
７
）
老
人
福
祉
週
間
行
事
に
対
す
る
支
援
・
協
力
一

（
８
）
菅
・
南
菅
老
人
い
こ
い
の
家
の
運
営
に
協
力
一
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管を
池

篝i埼協鈴議鳥今大

澤

敏

夫
I

総会会場入口

企

画

部

（
１
）
総
会
に
向
け
て
の
諸
準
備
の
協
力

（
２
）
「
社
会
福
祉
の
つ
ど
い
」
実
施
に
協
力

（
３
）
理
事
視
察
研
修
の
計
画
・
実
施
（
日
帰
り
研
修
）

（
４
）
「
菅
社
協
だ
よ
り
」
企
画
・
立
案
・
発
行
（
年

２

回

発

行

）

（
５
）
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の
協
力

（
６
）
研
修
会
開
催
へ
の
協
力

（
７
）
各
種
団
体
交
流
活
動
へ
の
協
力

（
８
）
新
規
事
業
へ
の
取
り
組
み

老
人
福
祉
部

（
１
三
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
手
紙
発
送
（
暑
中
見
郷
い
、

年

賀

状

等

）

障
害
者
福
祉
部

（
１
）
高
齢
者
・
障
害
者
体
験
学
習
の
実
施

（
２
）
障
害
者
福
祉
団
体
へ
の
支
援
・
地
域
福
祉
行
事
へ

の

協

力

・

交

流

こ
ど
も
福
祉
部

（
１
）
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
会
へ
の
協
力

（
２
）
小
児
救
命
法
応
急
手
当
て
講
習
会
の
実
施

（
３
）
親
子
体
操
教
室
の
実
施

（
４
）
座
禅
体
験
の
実
施

（
５
）
子
育
て
支
援
の
た
め
の
研
修
会
の
実
施

（
６
）
福
祉
標
語
立
て
看
板
の
管
理

老
人
会
食
委
員
会

（
１
）
老
人
会
食
活
動
の
実
施
（
年
６
回
、
５
月
・
６
月
．

９

月

・

加

月

．

ｎ

月

．

３

月

）

（
２
）
献
立
会
、
打
合
せ
、
研
修
の
実
施

ミ

ニ

デ

イ

ケ

ア

委

員

会

（
１
）
あ
り
の
み
会
、
年
皿
回
実
施
（
毎
月
第
３
火
曜
日

９

鋤

皿

～

妬

唖

叩

）

（
２
）
施
設
見
学
・
研
修
の
実
施
（
皿
月
）

告
部
委
員
会
活
動
計
画
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＝=匙◆
地
域
の
活
動
案
内
（
第
三
回
）
◆

「
た
ま
つ
子
学
童
ホ
ー
ル
子
供
食
堂
」

毎
月
第
３
金
曜
日
午
後
５
時
半
よ
り

午
後
７
時
半
迄
、
た
ま
つ
子
学
童
ホ
ー

ル
に
て
子
供
食
堂
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

提
供
す
る
食
事
は
カ
レ
ー
の
み
で
す

が
、
毎
回
知
名
以
上
の
参
加
者
で
賑
っ

て
い
ま
す
。

働
く
親
御
さ
ん
の
力
に
な
れ
れ
ば
と

学
童
ホ
ー
ル
の
斎
藤
先
生
の
要
望
に
応

え
る
形
で
３
年
前
よ
り
活
動
を
し
て
い

ま
す
。現

在

お

手

伝

い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
不
足
し
て
い
ま

す
。
特
に
女
性
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の

御
支
援
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

夕

民
雄
鞭
瀧
鞭
囎
鵬
龍
離
制
馴

菅
第
一
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

小

嶋

晴

夫

田

島

清

隆

菅
第
二
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

倉

橋

美

弥

子

大

澤

敏

夫

ほ
か
ほ
か
ご
飯
の
会
木
澤
静
雄

ｲ’
鼬

F

I

－

~＝

轡

こども食堂の風景 ､L－－

〆 、、

水
天
一
碧
風
を
捉
へ
し
薦
ば
ら
し

飯

田

朋

子

生
命
あ
る
限
り
青
春
更
衣

丹

羽

敬

典

〆

緑
蔭
に
白
山
羊
つ
な
ぐ
大
広
野

中

村

由

美

子

●●

･レツツ･トライ．
一老人会食委員会一 。●

筍ご飯

◆
賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い
◆

賛
助
会
員
と
は

賛
助
会
員
は
、
多
摩
区
社
会
福
祉
協
議

会
と
多
摩
区
の
５
つ
の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
登
戸
、
菅
、
中
野
島
、
稲
出
、
生
田
）
が

俳

句

南
菅
老
人
い
こ
い
の
家

描

導

葛

野

良

子

’一一

献立

･筍ご飯

･わか竹汁

･切り干し大根

･鮪焼魚

･きゅうりとﾜｶﾒの酢のもの

‘ほうじ茶ﾌﾘﾝパフェ

』

:.…………･….．……….:……………….………．：

：材料（2人分） ： 、砂職・……･ ~ ･ ~小1/2 ；

； ・筍・ ~ ~細かくカツ|､大2 ； ・酒……~…~ ~…~小1/2 ：
： ．人参細かくｶｯﾄ大2 § ~しょうゆ……~ ~小1/2 ；
； ・油揚げ……~…~ ~1/2枚; ・めんつゆ…~ ~･…･”小1 ；

： ・こんぶ出汁……75,11 ： ．だしの素･ ~ ~ ~ ･…~…少々 ：
…….………………..…:….………………..……

作り方

①筍は細かく刻み､ヌカとタカノツメを一緒に鮒でてアクを抜く

②人参、汕揚げ(湯をかけて汕抜きする）を刻む

③筍、人参、汕揚げを調味料で味つけする

④ご飯に③で煮た具をまぜ込む

⑤木の芽を上にかざって出来上がり）

今
和
と
ふ
未
知
な
る
世
に
も
踏
み
入
り
て

今

し

ば

ら

く

は

こ

の

身

委

ね

む

梶

浦

紀

子

若
者
の
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
の
操
縦
を

多

摩

川

土

手

に

暫

く

眺

む

小

松

君

子

診
断
書
み
つ
つ
若
い
と
医
師
は
言
ふ

老

い

し

吾

へ

の

い

た

わ

り

な

り

き

佐

伯

恵

子

進
め
る
地
域
福
祉
活
動
の
趣
旨
』
陰
」
賛
同
く

だ
さ
る
皆
様
よ
り
、
１
口
千
円
の
賛
助
会
費

を
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
で
地
域
福
祉
活
動

を
支
援
し
て
い
く
も
の
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
賛
助
会
費
は
地
域
福

祉
の
推
進
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

短

歌

菅
老
人
い
こ
い
の
家

桁
導
匂
坂
美
佐
子

【 _ノk ノ

先
日
初
め
て
救
急
車
に
乗
り
ま

し
た
。
救
急
隊
員
に
運
ば
れ
た
時
は
マ

ナ
板
の
鯉
の
思
い
を
し
ま
し
た
。

米
国
か
ら
帰
国
し
た
息
子
夫
婦

に
下
田
の
温
泉
に
招
待
さ
れ
、
つ

い
嬉
し
く
て
飲
み
過
ぎ
風
呂
に

入
っ
た
為
か
、
夜
中
に
呼
吸
困
難

に
な
り
救
急
車
の
お
世
話
に
な
っ

た
の
で
し
た
。

私
達
の
心
臓
は
１
日
に
８
千

リ
ッ
ト
ル
、
１
分
間
に
６
リ
ッ
ト

ル
の
血
液
を
全
身
に
送
り
出
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
今
日
迄

加
年
、
寝
て
い
る
間
も
休
ま
ず
動

い
て
い
る
。
も
う
感
謝
を
超
え
て

驚
き
で
す
。

医
者
か
ら
は
不
整
脈
と
診
断
さ

れ
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
病
気
に
な
っ

て
気
持
ち
ま
で
負
け
て
は
い
け
な

い
と
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
筋
ト
レ
を

続
け
て
も
異
常
無
し
。
そ
れ
で

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
は
し
ば
ら
く
様

子
を
見
て
か
ら
と
い
う
事
に
な
り

ひ
と
安
心
。

病
に
負
け
て
た
ま
る
か
刈
才
！

で
も
賢
明
に
生
き
て
い
こ
う
。

「
雨
に
も
負
け
ず
病
に
も
負
け
ず
」

コ
ラ
ム

錦
織

章
一

一一ノ
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⑫

こ
ど
も
福
祉
部

金

成

典

子

夏
休
み
を
前
に
こ
ど
も

の
応
急
手
当
に
つ
い
て
の

講
習
会
を
開
催
し
秋
に

は
未
就
園
児
対
象
の
親

子
体
操
や
親
子
で
地
域

の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
の

座
禅
体
験
を
行
う
予
定

で
す
。活
動
を
通
し
て
町
会

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
の
方
々
言

と
協
力
し
な
が
ら
菅
の
一

こ
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
唱
力

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

長
巨

員

菅
老
人
い
こ
い
の
家
雲

運
営
委
員
会

長８

仲
間
作
り
や
教
養
の
向
琴

上
・
健
康
増
進
な
ど
を
目

的
に
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年

秋
に
は
、
日
頃
の
成
果
の

発
表
の
場
と
し
て
講
座
発

表
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
、

暑
さ
、
寒
さ
に
負
け
ず
、

楽
し
く
い
こ
い
の
家
に
通
っ

て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
「
い
こ
い
の
場
」

に
な
る
よ
う
心
が
け
ま
す
。

平成30年度菅地区社会福祉協議会一般会計決算書(平成30年4月↑日~平成31 壷且3'目上_ノ
【支出】

(次年度へ繰越）

△＝減を表す（単位円）
収入総額

支出総額

差引残高

５

２

３

５

１

４

Ｊ

３

８

５

５

９

４

６

７

２

８

３

４

３

~

差異(A－B） 付記

△42,750総会,常任理事会等経費

△38.897

科目 予算（A）

110，000

450,000

決算（B）

67，250

411．103

1 会議費

2事務費

賛助会費財源事業・

共同募金配分金事業
|収入】 3活動費 1.197.000 1 .164.826△＝減を表す（単位円） △32．174

科目

会費

賛助会費

交付金

共同募金分会費

寄付金

雑収入

本年度予算額本年度決算額

773,800 743,400

517,400 495,159

973,700 1,029,523

97,871 97,643

30,000 75，100

60.000 73.009

増減 付記

△30，400

△22,241区社協賛助会費の約7割

55，823

△228

45,100菅フリマーケット等

13,009祝金，預金利息等

4地域福祉推進費 ０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

７

０

０

０

０

０

３

０

９

０

０

０

０

０

９

５

６

６

２

５

０

９

１

３

１

３
１

０

８

３

０

０

０

０

２

０

７

８

０

０

０

０

７

０

０

７

０

０

５

０

７

５

６

８

０

０

９

０

２

８

５

６

６

２

４

０

８

１

３

１

３
１

△8，000

１

２

３

ｌ

４

５

ｌ

６

社会福祉のつどい行事費

社明運動活動費

負担金

業

他

癖
窪
錐
準
罰
輌
壼
認
奉
会
運
協
，
会

助

明

社

金

別

賛

社

区

祝

特

０

９

５

２

８

７

０

０

０

０

８

７

１

０

２

６

△

△

７
△

５

６

’

７
南
菅
老
人
い
こ
い
の

家
運
営
委
員
会

委

員

長

小

川

正

年

今
か
ら
思
う
に
、
帥
年

前
、
私
が
旧
多
摩
区
役

所
柿
生
出
張
所
市
民
第

一
係
長
の
時
に
、
川
崎
市

日
進
町
の
市
社
協
の
職
員

か
ら
「
今
年
も
社
協
事

業
に
つ
い
て
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
、
書
類

を
受
け
取
っ
た
の
が
、
社

協
と
の
お
付
き
合
い
の
始

め
で
す
。
柿
生
地
区
に
於

い
て
、
地
区
会
長
さ
ん
の

ご
指
導
の
も
と
、
地
区
集

会
を
行
い
ま
し
た
。

障
害
者
福
祉
部

五

鴫

功

光

部
員
あ
名
で
の
活
動

を
年
間
３
回
の
部
会
で

会
議
の
終
了
後
僅
か
の

会
費
を
集
め
懇
親
会
を

開
い
て
い
ま
す
。

部
員
の
出
身
地
や
前

職
の
経
験
話
、
趣
味
、

家
族
構
成
等
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
事
や
活
動
の
内

容
反
省
等
、
会
議
の
席

で
は
出
な
い
意
見
や
考

え
方
等
を
話
し
合
え
る

良
い
機
会
と
し
て
今
後

も
続
け
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

社協は止会福祉
協議梁略称

8旅費

渉外費

積立金

ありのみ会20周年記念事業費

９
｜
扣
一
川

ありのみ会周年事業引

当金特別会計より繰入
7繰入金 90，000 82，772 △7,228

使
一
原
ょ
幸
牡
が
字
９
承
－
４
頭
~
一
ぐ
い
希
私
の
ま
ち
、
づ

12予備費8繰越今

合計

９

０

４

２

５

３

８

１

４

９

β

Ｊ

１

４

201.620 0△201,620９

５

４

５

５

１

８

５

４

４

６

２

１

４

0
~

53.835

〆 、
視察研修旅行

､平成31年度/令和元年度菅地区社会福祉協議会一般会計予算書(案） (平成31年4月1日～令和2年3月311副 4噸 恥 』 凸舘企 ﾖｰﾉ
恥 朔……1刮

合

同

研

修

会

ン

テ

役

、

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
」

役

な

【収入I △＝減を表す（単位円） 【支出】 △＝減を表す（単位円）

科目 前年度予算額本年度予算額 増減 付記科目 前年度予算額 本年度予算額 増減 付記

２
月
６
．
７
日
に
視
察
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
先
は
、
福
島
県
い
わ
き

市
に
あ
る
い
わ
き
市
地
域
防
災

交
流
セ
ン
タ
ー
「
久
之
浜
・
大

久
保
ふ
れ
あ
い
館
」
。

語
り
部
の
阿
部
忠
直
さ
ん
に

復
興
し
つ
つ
あ
る
久
之
浜
町
を

案
内
し
て
頂
き
な
が
ら
ご
自
身
、

総会，常任理事会
等経費

1 会議費 110．000 70.000 △40.0001 会費 773.800 743.400 △30.400

2事務費 450,000 430,000 △20,000
区社協賛助会費の

約7割
2賛助会費 517,400 502，159 △15．241

賛助会費財源事業・
共同募金配分金事業

3活動費 1.197.000 1.251,000 54.000
ボランティアセンター設置訓練の目的を説明

3交付金 973.700 962.700 △11．000 4地域福祉推進費

5社会福祉のつどい行事費

6社明運動活動費

7負担金

8旅費

9渉外費

10積寸令

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

７

０

０

０

０

３

０

９

０

０

０

０

９

５

６

６

２

５

０

１

３

１

３
１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

７

０

０

０

３

０

９

０

０

０

８

６

６

６

２

幅

１

３ 癖睦他業他

財

分

費

金

費

動

会

慰

会運協弔助明社金賛社区祝００００００００００００β０００

１

１

０３

△

１
△

大

き

な

災

害

が

発

生

し

た
と
き
に
設
置
さ
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

関
す
る
研
修
が
３
月
２
日

（
土
）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

4共同募金分会費

5寄付金

97.871 97.835 △36

菅フリマーケット等30.000 30．000 0

6雑収入 祝金，預金利息等60.000 60.000 0

7繰入金 90.000 △90．0000

8繰越金 1,648.549 379.843 △1.268,706 11ありのみ会20周年
記念事業費

ボランティア受付訓練地震発生後に

押し寄せた津波

90.000 0 △90.000

自
宅
を
津
波
で
流
さ
れ
た
時
の

生
々
し
い
話
、
被
災
当
時
の
町

の
様
子
や
そ
の
後
の
久
之
浜
町

~－
●
＋
ｌ

一
三
口

今

ロ 4.191.320 2.775.937 △1.415.383
12予備費 201,6201 182，2371 △19，383

今言＋
［コロI 4,191,320 2,775,9371△1,415,383

民
生
委
員
や
菅
社
協
の

役
員
・
理
事
約
仙
名
が
集

合
し
設
置
訓
練
の
目
的
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役
、
ボ
ラ

L

~"“ゞ ･慾…ぷ 老
人
会
食
委
員
会

大

澤

深

雪

年
６
回
の
会
食
会
の
献
立

は
、
地
元
菅
産
の
野
菜
を

使
う
な
ど
季
節
感
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
健
康
チ
ェ
ヅ
ク

を
し
て
い
ま
す
．

お
食
事
後
、
簡
単
な
体

操
を
し
た
り
、
皆
で
大
き
な

声
で
歌
っ
た
り
し
て
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
様
の
笑
顔
と
お

誉
め
の
言
葉
を
励
み
に
、
ス

タ
ヅ
フ
一
同
も
楽
し
ん
で
ｊ
美

味
し
い
お
食
事
を
作
っ
て
参

り
ま
す
。

企
画
部

五

鴫

庸

成

企
画
部
は
、
年
２
回
（
９

月
、
２
月
）
広
報
紙
「
菅
社

協
だ
よ
り
」
を
企
画
・
立
案

し
９
千
部
発
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
菅
社
協
の
総
会
・

菅
社
会
福
祉
の
つ
ど
い
．
社

明
運
動
・
各
種
団
体
交
流

活
動
の
準
備
お
よ
び
実
施
に

協
力
し
、
理
事
視
察
研
修
・

合
同
研
修
〈
賛
助
会
員
を
含

む
）
の
計
画
実
施
を
行
っ
て
い

ま
す
。
更
に
地
域
の
皆
様
方

の
ご
意
見
、
ご
要
望
に
も
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

夢
鰹
盈翻

I・ 熟
包鍾潅

現地ニーズとﾎﾗﾝﾃｨｱの整合ﾖ||練

講 療

復興途中の現在の久之浜

の
皆
さ
ん
の
復
興
に
向
け
て
の

活
動
な
ど
貴
重
な
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東日本大躍災前
SCeneTybeforeti

､の風景
theGreatEa

〈
ﾑ

ノ

StJJapanEarthquake 各部長・委員長から一言
題
点
訓
練
日

取

て
研
修

整合の完了したﾎﾗﾝﾃｨｱに機材を渡すﾖ||線
老
人
福
祉
部
本

島

詳

友

「
令
和
」
と
い
う
新
た
な

時
代
を
迎
え
、
私
達
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
菅
の
皆
様

方
と
手
を
携
え
「
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
向
か
っ
て
微
力
な

が
ら
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
々
へ
の
お
便
り
を
通
し
て

寄
り
添
い
、
少
し
で
も
心
和

ん
で
頂
け
る
よ
う
に
心
掛
け

て
ま
い
り
ま
す
。

ミ
ニ
デ
イ
ケ
ア
委
員
会

委

員

長

小

嶋

晴

夫

梨
の
実
の
こ
と
を
菅
地

域
で
は
「
あ
り
の
み
」
と
称

し
て
ま
す
。
加
年
前
に
梨

を
栽
培
し
て
い
た
先
輩
が
こ

の
会
を
立
ち
上
げ
今
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い

る
家
族
の
負
担
を
少
し
で

も
和
ら
げ
た
い
と
の
思
い
で
、

毎
月
第
３
火
曜
日
に
菅
老

人
い
こ
い
の
家
で
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ゲ
ー

ム
や
カ
ラ
オ
ケ
等
を
楽
し
み
、

昼
食
は
手
作
り
料
理
を
皆

で
頂
き
ま
す
。

利
用
者
は
ス
タ
ヅ
フ
が
責

任
を
も
っ
て
車
で
自
宅
ま
で

送
迎
し
て
い
ま
す
。

イ
ァ
の
登
録
・
受
付

活
動
へ
の
送
り
出
し

ど
４
班
に
分
か
れ
て

を
し
ま
し
た
。

な
ど
反
省
会
を
行
っ

後
に
、
訓
練
で
の
問

は
終
了
し
ま
し
た
。

蕊

震災前の久之浜

ノL 活動終了後の報告を受ける訓練

。
＋
Ｉ

一
言
ロ

今

ロ 4.191,320 3，865，312 △326．008


